
 

予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤事業 エビデンス構築促進事業 

令和 6年度中間評価結果について 

 

令和 7年 4月 

国立研究開発法人日本医療研究開発機構 

医療機器・ヘルスケア事業部ヘルスケア研究開発課 

 

「予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤事業 エビデンス構築促進事業」

における令和 6年度中間評価結果を公表します。 

 

1. 中間評価の趣旨 

中間評価は研究開発課題について情勢の変化や研究開発の進捗状況等を把握し、これ

を基に適切な予算配分や研究開発計画の見直し（研究開発課題の加速・中断・中止を含

む）の要否の確認等を行うことにより、研究開発運営の改善及び機構の支援体制の改善

に資することを目的とします。予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤事業 

エビデンス構築促進事業では、本事業における中間評価の評価項目に沿って、課題評価

委員会において、書面審査及びヒアリング審査による中間評価を実施しました。 

 

2. 中間評価対象課題（1課題） 

 

研究開発課題名：表情から認知症を判別するアプリの開発研究 

研究開発代表者：飯島 勝矢（東京大学・教授） 

 

3. 総評 

令和 5年度に採択した 1課題を対象に、課題評価委員会による書面審査及びヒアリン

グ審査による評価を行いました。その後、総合討論を行い、課題評価委員会としての評

価結果を確定しました。評価委員の審議の結果、「中断・中止等の措置が必要である」

と評価され、令和 6年度をもって研究開発を終了とすることとなりました。 

※研究開発終了となったため、本中間評価結果を事後評価結果として取り扱う。 

 

4. 課題評価委員会 

書面審査：      令和 7年 1月 28日～2月 4日 

ヒアリング審査： 令和 7年 2月 7日 

 

 

 

 



 

5. 課題評価委員（○：評価委員長） 

秋山 治彦 横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 臨床研究部 部長 

井原 涼子 東京都健康長寿医療センター病院 神経内科 医長 

大塚 礼  国立長寿医療研究センター 老年疫学研究部 部長 

○櫻井 博文 医療法人社団慶成会 青梅慶友病院 診療部長 

篠田 美紀 大阪公立大学大学院 生活科学研究科生活科学専攻 教授 

冨本 秀和 三重大学 神経病態内科学 脳循環研究推進プロジェクト研究室 特定教授 

和田 健二 川崎医科大学 認知症学教室 教授 

（敬称略） 

 

6．評価項目 

①研究開発進捗状況 

②研究開発成果 

③実施体制 

④今後の見通し 

⑤事業で定める項目及び総合的に勘案すべき項目 

⑥総合評価 

 

以上 


